
 

能登半島地震・水害で被災され、厳しい状況が続く多くの皆さまに、心よりお見舞い申し上げます 

もっともっとクイズ 

ズバリ来年の干支は？ 

① 巳 ②亀 ③猫 

解答と一言コメント・お名前・ご住所を明記のうえ、ＦＡＸ・

はがき（８５円）・メールにて当店まで（１２／１８必着）。正解

者の中から３名にかほく市商品券をプレゼント。前回正解は

②２００２年でした。当選された方には賞品をお届けしております。 

 

 

◇芝居デビュー、大きな失敗もなくて１００点満点でしたよ！次

も自信を持って演技出来ると思っています。期待していて下

さい。踊りはちょっと？                    （木津 ＳＯさん） 

・・・ＳＯさんのプラス思考のエネルギー、ほんと素敵です。

またお知らせくださいね。 

◇ 今月は気温の上昇、下降の差がありすぎて、体調管理が

大変です。今年もあと一ケ月と少し、早いですね    

                                     （高松 ＭＯさん） 

・・・天気予報の最高気温チェックを忘れて、厚着しすぎで

汗をかいたりしております      

◇ はまなす川柳を早々に考えていたらお題が違っていたので

ボツ。（参考までに） 

   ・大地震 怖さ知らない 首長さん（自宅は東京） 

 ・なぜ落とさぬ 国民を騙し続けた 裏金議員（故郷は 

八王子）                            （中沼 ＴＫさん） 

・・・予告時点から考えて頂いたこと、何より嬉しいです。一

首目は「大」のテーマでＯＫでは、と思いましたが、さら

に練ったものでご応募。ありがとうございます。 
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令和6年１１月１０日発行 

月１3日発行 

はまなす通信 

 

読者さんから

高 島 暦 

年末のため、新聞代の集金

が早くなります。12/20過ぎ

から伺います。 

なにとぞ、ご了承下さい。 

令和７年の高島暦ご希望の

方は、お気軽に当店まで…。 

 

 

 

テ ー マ   １．大(大の里から本歌取り) ２．笑(来る年、きっと明るく！) ３．継続(２００号到達に因んで) 

選考方法   お名前を伏せた上で、当店スタッフが「共感できるもの」に投票して決定 

表    彰   大 賞・ 優秀賞・ 入選  かほく市商品券 

           部門賞   ささやかな粗品をお渡し予定 

締    切   令和６年１２月１２日（木）必着 

発    表   はまなす通信 Ｖｏｌ．２０２（令和７年元旦発行）予定 

ご 応   募     お名前・ご住所を明記の上、はがき・ＦＡＸ・メールにて当店まで 

           当店ホームページからでもＯＫ！ 

 Someday at  Christmas 
      クリスマスという日は、どちらかと言うと日本人にとっては元旦にちかいのでは？ 

教会でお祈りする日が、日本では神社でお祈りする日と思うから。 人々が教会に集

い様々にお祈りし沢山の歌が歌われる。クリスマスソングが多いのはそのため？ 

神社には音楽がないように思うけれど、シーンと静まり返っている境内では自然界

の音楽がある。例えば風が吹き葉が揺れ擦れる音、雨の雫が溜まり流れ出す音、そう

いった音が神社の音楽と私は呼びたい。太鼓や笛の音もあるのだけど（汗） 

私は お祈りを、心を、言葉にする歌はすごく素晴らしいと感じる。 

スティービー・ワンダーさんが１７歳の時に作った曲、『Someday at Christmas』を、 

最近Andre Ｄａｙさんと歌っているのがステキ！ 元旦の日に聴いてみて（笑） 

もちろん、歌の言葉を、意味を、受け止めて      by  静寂が好きな・・・シュガーはお年頃 

通巻２００号記念 

２０２４年１２月８日発行 

１２月分の新聞代 

Vol.２０１ 

 

「１２月８日」太宰治 

本通信で毎回頭を悩ますクイズを考えるために、「１２月」、「２０２５年」、 

「冬」など、ネタを探してネット徘徊。発行予定日で検索したら、当然ながら 

太平洋戦争開戦のあれこれが上位に挙がる中、おやっと思ったのが「太宰治」の名。なぜ出てくるのかと

確認すると、そんなタイトルの作品があるらしい。中学時代に彼にはまり、書棚が黒くなる（新潮文庫の背表

紙。ダザイストはニヤリ！？）くらい読破したのに、記憶がないのが悔しくて、青空文庫にて全文を確認。「ああこ

れは読んでいたとしても、印象に残らなかったかもしれない」と納得。駄作だというわけではなく、中学生

ではこの作品を理解できないだろうと感じたため。 

開戦の一日を、市井の主婦の日記の体裁をとって綴っている。朝イチ、近所のラジオで開戦を知る。そ

れでも幼子を連れてお風呂に行ったり、配給のお酒を隣組できっちり分配したり、日常生活は全くいつも

と変わらない。４年後に首都が焼け野原になったり、広島長崎に原爆が落とされたりなど、想像もしない

日々のありようが、流麗な語り口で描かれている。「日常」を伝えるのが難しいのは、小説も新聞も同じ。 

昨日と同じ今日、明日。その中にも、後に「あそこから始まったのだ」と知る分かれ目があるのかもしれ

ない。短編に凝縮された天才性に、元ダザイストとして心震えたのと同時に、背中がスッと冷たくなるのを

感じた。とんでもない年明けとなった２０２４年が間もなく終わる。友人知人家族との、当たり前の毎日が、

つつがなく終わり、また１年が淡々と始まりますように。来年もどうぞご愛読よろしくお願いいたします。 

                          （さんざん調べた挙句のクイズが ただの干支ってどうなん？とつぶやく浜防風） 

作品募集中!! 

mailto:hamanasu417@gmail.com

